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やさしさ、愛しさ、いいもの、

いっぱい世界へ拡げる 

　総合計画は、市のまちづくりの基本理念や将来都市像、それを実現するための政策・施策を示すもので、市民・事業者などのさまざま
な主体との共通の活動指針となるものです。

　　本構想は、長期的な展望に基づくまちづくりの基本的な理念であり、将来都市像を定めたも
のです。市民意識や大きな社会情勢の変化などにより、将来都市像そのものの考えを変える必要
が生じた場合には、見直しを行います。

h�市民がともに支え合いながら、安全で安心して暮らせる、誰にも、
地球にも『やさしい』まちを目指します

h�「焼津を忘れない気持ち」、「焼津への郷土愛」、「焼津を好きな気
持ち」を『はぐくむ』・『つなげる』まちを目指します

h�「水産業を起点に発展した文化」を大事につなぎ（継承し）ながら、焼

津の軸となる水産を始め、豊富な地域資源を『いかし』、時代に合っ
た新たな産業やにぎわいを創造し、地域として成長していきます

h�市民、事業者、行政がともに、市内外から広くは世界へ「水産文化
都市 焼津」を発信し、人・モノ・情報が交流することで、「住み続
けたい、住んでみたい、行ってみたいまち」をつくっていきます

　　本計画は、基本構想の実現に向けた行政活動の基本となる
政策・施策を体系的に示すとともに、施策の方向性を定めたも
のです。４年後に見直しを行います。

　　施計画は、基本計画で定めた施策を実現するための具体的
な手段として、事業計画を策定するものです。実施計画は、財
政状況の変化などを勘案して毎年度見直しを行います。

　市では、 まちづくりの指針となる 「第７次焼津市総合計画」 （2026 年度～ 2033 年度）を策定しました。

　今後は、 市民の皆さんと共に計画を着実に推進し、 基本構想の将来都市像とともに、 「住み続けたい　住ん

でみたい　行ってみたい」 と思えるまちづくりを実現していきます。

　第７次焼津市総合計画は、 ４月から市ホームページや情報公開室 （市役所本庁舎１階）、 市役所大井川庁舎、

各地域交流センター、 図書館で閲覧できます。

問合先　政策企画課　K626-2141　

総合計画とは

　総合計画は、 基本構想・基本計画・実施計画で構成されます。総合計画の構成と期間

　将来都市像は、 まちづくりの基本理念をもとに、 2018 年に多くの市民のまちづくりへの思いや希望をのせた意

見を集約して誕生しました。 第 7 次総合計画においても、 将来都市像を継承し、 実現を目指します。基本構想

基本構想

実施計画

基本計画
８年間

基本理念

事務事業

将来都市像

政策・施策

将来都市像 まちづくりの基本理念

水水産産文文化化都都市市焼焼津津
将来都市像に込められている思い

地域資源や特性を
「いかす」

みんなに、地球に
「やさしい」

市民の力を
「はぐくむ」

人と未来に
「つなげる」

まちづくりまちづくり

基

基

実

「住み続けたい 住んでみたい 行ってみたい」と思える

第７次焼津市総合計画安安心心・・豊かな豊かなまちまち

詳しくはこちら
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　第７次総合計画では、社会経済情勢の変化が速く、予測が難しい中、計画の着実な推進に向け、次
の４つの視点を持ち、施策を超えた横断的な取り組みを、重点的かつ積極的に進めます。

　将来都市像を実現するために、生活に
身近な分野「こども・教育」「健康・医療・
福祉」「くらし・環境」「生きがい交流・
スポーツ・文化」「産業・観光」「防災・
都市基盤」「行政経営」の７つの政策を
掲げ、各分野で実現すべき基本的な目標
や方向を示しています。

　急速に変化する社会経済環境の中で、次世
代に誇れる持続可能で豊かな地域社会を築く
ために、DX（デジタルトランスフォーメー
ション）とGX（グリーントランスフォーメー
ション）の力を活用するための横断的な視点
です。

　人口減少や少子高齢化、地域コミュニティ
の希薄化といった社会問題が進行する中で、
地域社会の持続可能性が問われています。多
様な主体が相互に理解・協力しながら、安
心して暮らし続けられる地域社会の実現を
目指す横断的な視点です。

　地域内における人材・資源・情報の流れ
を再構築・強化することにより、地域経済
の自立性と持続可能性を高めるとともに、
地域外への商品・サービスの提供を通じて、
地域の自立的な発展と安定した経済基盤の
確立を目指す横断的な視点です。

　人口減少や地域の持続性といった社会的
問題に対して、本市が多様な人々との新たな
関係を築くことで、単なる「人の移動」では
なく、「関わりしろ」のあるまちを創出する
ことを目指して、地域の活力と未来への可
能性を広げていくための横断的な視点です。

　基本計画は 「やいづ共生プラン 2026」 とし、 将来都市像の実現に向

けて、 4 つの施策横断的な視点、 7 つの政策を掲げています。基本計画（やいづ共生プラン2026）
持続可能なまちづくりの施策横断的な視点

DX・GXの推進１

地域共生の創出３

地域経済循環の促進２

人口減少対策の推進４

人材人材 資源資源

情報情報

７つの政策

　安心して子どもを産み育てられる環境を整え、質の高い教育の充実
を図ります。全ての子どもが自分らしく成長できるまちを目指します。

0101

こども・教育

こどもの未来を育むまちこどもの未来を育むまち

　安全で快適な生活環境の確保、環境保全に取り組み、人と環境
が調和するまちづくりを進めます。

0303

くらし・環境

人と環境が調和するまち人と環境が調和するまち

　地域産業の振興と観光の推進により、地域の魅力を最大限に活
かした活力あるまちづくりを進めます。

0505

産業・観光

地域の魅力を活力に変えるまち地域の魅力を活力に変えるまち

　ＤＸやデータ活用による効率的な行政運営と健全な財政基盤の
確立により、持続可能な市政を推進します。

0707

行政経営

未来へつなぐ持続可能なまち未来へつなぐ持続可能なまち

　健康づくりから医療、介護、福祉まで切れ目のない支援体制を
整え、住み慣れた地域で安心して暮らせる共生社会を実現します。

0202

健康・医療・福祉

健やかな笑顔あふれるまち健やかな笑顔あふれるまち

　生きがいづくりや交流を促進し、スポーツ・文化の振興を通じ
て、心豊かで活力ある地域社会を築きます。

0404

生きがい交流・スポーツ・文化

心も身体も人生も豊かなまち心も身体も人生も豊かなまち

　災害への備えと都市基盤の整備を推進し、安全・安心が日常と
なるまちを目指します。

0606

防災・都市基盤

安全・安心が日常になるまち安全・安心が日常になるまち


